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令和3年4月の報酬改定に伴う「介護給付費算定に係る体制等に関する届出」の

留意事項（介護老人保健施設、（介護予防）短期入所療養介護）

○本県が所管する介護保険施設・事業所について、令和３年４月１日から算定を開始する加算等に係る

「介護給付費算定に係る体制等に関する届出書」等の提出期限を、特例的に令和３年４月１５日

（木）とする取扱いとします。

○令和3年4月の報酬改定に伴い、新たな加算の創設や加算区分の変更が行われています。ついては、

全ての施設において令和3年4月から算定する介護報酬の体制を届け出てください。

○次の加算は「科学的介護情報システム（ＬＩＦＥ）」の活用等が要件とされています。算定に当たっ

ては体制等状況一覧表の「LIFEへの登録」を「あり」で届け出る必要があります。

・科学的介護推進加算（Ⅰ）（Ⅱ） ・リハビリテーションマネジメント計画書情報加算

・褥瘡マネジメント加算（Ⅰ）（Ⅱ） ・排せつ支援加算（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）

・自立支援促進加算 ・かかりつけ医連携薬剤調整加算（Ⅱ）（Ⅲ）←（Ⅰ）除く

・栄養マネジメント強化加算 ・口腔衛生管理加算（Ⅱ）

提出書類 書類提出前の自主確認事項

介護給付費算定に係 □新規許可申請の場合、「受付番号」、「事業所所在地市町村番号」及び「介

る体制等に関する届 護保険事業所番号」は記載しないこと。

出書<指定事業者用> □届出者の「法人等の所在地」、「法人等の名称」、「代表者の職・氏名」、「代

（ 介護・介護予防 共通 ） 表者の住所」、事業所・施設の状況の「事業所・施設の名称」、「主たる事

業所・施設の所在地」、「管理者の氏名」及び「管理者の住所」欄を、取り

違えないよう注意すること。

□フリガナ、郵便番号、電話・FAX番号・Email等に記入漏れがないよう注意

すること。

□「実施事業」欄に○を付すこと。

□「異動等の区分」欄は、該当項目の番号に○を付すこと。

□「異動（予定）年月日」欄は、加算開始の場合は翌月１日、加算終了の場

合は終了日を記入すること。

□「介護保険事業所番号」は、誤記載に注意すること。

□変更の場合、「異動項目」欄及び「特記事項」の「変更後」欄に変更内容

を具体的に記載すること。 ※例えば、「令和3年4月の報酬改定に伴う、

新たな加算の算定や加算区分の変更等」等と記載すること。

□その他注意事項は「備考」を参照すること。

介護給付費算定に係 □「記入担当者氏名」欄に、記名すること。

る体制等状況一覧表 □「事業所番号」欄は、誤記載に注意すること。（新規許可申請の場合、「事

（別紙１－１） 業所番号」欄は記載しないこと。）

（別紙１－２） □「事業所名」欄に誤って法人名等を記載しないこと。新規申請の場合は、

許可を受けようとする「事業所名」を記載し、それ以外の場合は、既に許

可を受けている正式な「事業所名」を記載すること。

□「記入担当者電話番号」、「異動区分」、「事業所電話番号」の各欄の記載漏

れに注意すること。

□「適用開始年月日」欄は、介護給付費算定に係る体制等に関する届出書の

「異動（予定）年月日」欄と同じ日付を記載すること。

□「施設等の区分」「人員配置区分」欄の「○」を忘れないこと。

□「LIFEへの登録」欄の「○」を忘れないこと。

□要件等審査期間中は補正可能であるが、届出受理後の補正はできないの

で注意すること。(翌月に変更届出を行うまで修正不可。)
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○体制等届出内容ごとの添付書類
【老健】＝介護老人保健施設
【短期】＝短期入所療養介護
【予防短期】＝介護予防短期入所療養介護

体制等届出内容 「体制等届出」の添付書類

人員配置区分 ※基本型、在宅強化型の届出をしている場合は、算定要件の見直しが行われて

いるので、改めて確認すること。

※ただし、令和３年９月３０日までの経過措置があるため、区分に変更がある

場合の届出は、適用開始年月日を１０月１日とし、９月１５日までに提出す

ること。

※また、経過措置期間中に区分の変更がある場合は、旧要件（旧様式）で届出

を行うこと。

基本型、 □介護老人保健施設(基本型・在宅強化型)の基本施設ｻｰﾋﾞｽ費及び在宅復帰・

在宅強化型 在宅療養支援機能加算に係る届出(別紙13-1)

療養型 □介護老人保健施設(療養型)の基本施設ｻｰﾋﾞｽ費及び療養体制維持特別加算

（Ⅱ）に係る届出(別紙13-2)

基本型（特別） 添付書類不要

安全管理体制 ・添付書類は求めない。

【老健】

※事故発生の防止及び発生時の対応

①指針の整備、②事実の報告、改善策を職員に対し周知徹底する体制整備、

③委員会の開催と定期的な研修（年２回以上）の実施、④担当者の配置

※安全管理体制が「減算型」の場合は減算される。ただし、④に関連した６月

間（令和3年9月30日まで）の経過措置により、「減算型」でも減算されない。

栄養ケア・マネジメン □栄養マネジメント体制に関する届出書（別紙11）

トの実施の有無 □従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表(参考様式１①又は参考様式１②)

【老健】 ※栄養士又は管理栄養士

→夜間勤務条件基準欄参照

□資格証等の写し

・当該栄養士又は管理栄養士の資格証の写し

※栄養士又は管理栄養士を必要な員数おいていること

※栄養士のみが配置されている施設や栄養士又は管理栄養士を置かないことが

できる施設については、併設施設や外部の管理栄養士の協力により行うこ

と。

※旧加算の届出をしていた場合は、添付書類を省略できる。

※栄養ケア・マネジメントの実施の有無が「なし」の場合は減算される。ただ

し、３年間（令和6年3月31日まで）の経過措置があるため、「なし」でも減算

されない。

栄養マネジメント強化 □栄養マネジメント体制に関する届出書（別紙11）

体制 □従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表(参考様式１①又は参考様式１②)

【老健】 ※栄養士又は管理栄養士

→夜間勤務条件基準欄参照
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□資格証等の写し

・当該栄養士又は管理栄養士の資格証の写し

※LIFEへの登録が「あり」であること。

在宅復帰・在宅療養支 □介護老人保健施設（基本型・在宅強化型）の基本施設サービス費及び在宅

援機能加算(Ⅰ)(Ⅱ） 復帰・在宅療養支援機能加算に係る届出(別紙13-1)

【老健】

※算定要件の見直しが行われているので、改めて確認すること。

※その他、「人員配置区分」欄を参照のこと。

リハビリ計画書情報加 添付書類は求めない。

算

【老健】 ※LIFEへの登録が「あり」であること。

褥瘡マネジメント加算 □褥瘡マネジメントに関する届出書（別紙23）

【老健】

※LIFEへの登録が「あり」であること。

※旧加算の届出をしていた場合は、添付書類を省略できる。

※旧加算の届出をしており、LIFEへの登録が「なし」の場合、加算(Ⅲ)に読み

替える経過措置（令和4年3月31日まで）あり。この場合、褥瘡マネジメント

加算は「あり」として届け出ること。

条件：LIFEを用いた情報の提出に切り替えるよう必要な検討を行うこと。

排せつ支援加算 添付書類は求めない。

【老健】

※LIFEへの登録が「あり」であること。

※旧加算を算定しており、LIFEへの登録が「なし」の場合、加算(Ⅳ)に読み替

える経過措置（令和4年3月31日まで）あり。

→新たに「あり」で届出を行うこと。

条件：LIFEを用いた情報の提出に切り替えるよう必要な検討を行うこと。

自立支援促進加算 添付書類は求めない。

【老健】

※LIFEへの登録が「あり」であること。

科学的介護推進体制加 添付書類は求めない。

算

【老健】 ※LIFEへの登録が「あり」であること。

安全対策体制 添付書類は求めない。

【老健】

※安全管理体制に加えて、担当者が安全対策に係る外部の研修を受講している

こと。

※安全管理対策部門を設置し、体制を整備していること。

※外部研修は、介護現場における事故の内容、発生防止の取組、発生時の対

応、施設のマネジメント等の内容を含むものであること。

※令和3年10月31日までの間にあっては、研修を受講予定（令和3年4月以降、受

講申込書等を有している場合）であれば、研修を受講した者とみなすが、令

和3年10月31日までに研修を受講していない場合には、令和3年4月から10月ま

でに算定した加算については、遡り返還すること。
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サービス提供体制強化 □サービス提供体制強化加算に関する届出書（別紙12－4）

加算

【老健】 ※旧加算(Ⅰ)イを算定していた場合は、添付書類を省略できる。この場合、サ

【短期】【予防短期】 ービス提供体制強化加算は「加算Ⅱ」に○をすること。

＜注意＞

・新規許可時は算定不可（３月以上の実績が必要）

・【予防短期】のみ

サービス提供体制強化加算Ⅲを算定する場合の「サービスを直接提供

する職員」に言語聴覚士は含まれない。

介護職員処遇改善加算 ※別途、「介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改改善加算の届出の手引

【老健】 を参照のこと。

【短期】【予防短期】

介護職員等特定処遇改 ※別途、「介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改改善加算の届出の手引

善加算 を参照のこと。

【老健】

【短期】【予防短期】

併設本体施設における 添付書類は求めない。

介護職員等特定処遇改

善加算Ⅰの届出状況

【短期】【予防短期】

○上記以外の加算で区分の変更等がない場合は、添付書類は省略できます。

★ 青字：３月２９日修正加筆


